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　　　牛車腎気丸の 糖尿病 患者 の 皮膚血流量 に 対 する

　　　効果

大垣市民 病院　内科

○鹿野 昌彦 ， 傍島裕司

　目的　糖尿病性神経障害に対 して 牛車腎気丸が有効で あ る こ とは
，

近年 い くつ か の 報告

に て 証明され て きて い る 。 今の と こ ろ糖尿病性神経 障害の治療 に 対 して は，大 きく分 けて

二 つ の ア プ ロ ーチ が考 え られ る 。 ひ とつ は
，
PGE 、 製剤な どに 代表 さ れ る血流を改善する

万法で あ り， もうひ とっ は albbse 　reductase 阻害剤な どに代表 さ れ る代謝改善剤 で あ る 。

牛車腎気丸 は こ の 二 つ の作用 をそ の 程度は確定 して い な い が持 っ て お り，その 相乗効果に

よ り糖尿病性神経障害 に対 して 著明な効果 を発揮 して い ると考 え られ る 。 牛車腎気丸 の 末

梢循環改善作用が非常 に著 しい もの で あ る事は
，

す で に我 々 はサ ーモ グラ フ ィ を用い て検

討 して い る。 今回 は牛車腎気丸の 末梢循環改善作用 を さ らに 詳細 に検討す るた め皮膚表面

温度 に 加 え て 皮膚血流量 と深部体温 を測定 した 。

　対象 お よび方法　対象は 19 才か ら73 才 （平均年齢 53 才 ）ま で の糖尿 病患 者 17例 で

男性 13 例 ， 女性 4例で あ っ た 。 前回 の当学会で の発表 と同 じ よ うに ツ ム ラ牛車腎気丸（エ

キ ス 顆粒 2．5g ）を 1回 内服 させ た後 に経 時的に サー
モ グラ フ ィ を用い て 手と足 の 皮膚表面

温 度を測定 し
，

同時 に今回 は 前腕部に お い て 皮膚血流量 の 経時的な測定 も行 っ た。皮膚血

流量 の測定は 深 部体温 と皮膚表面温 の測定よ り求め た 。

　結果　前腕部屈側 に お け る皮膚血流量 は牛車腎気丸 内服前は平均 3．8 士 1．7　nte　／100g　f

min で
， 内服後 30分 は 4．2 ± 1．4

，
内服後 60分は 4．4 ± 2．　O

， 内服後 90 分は 5．0 ±

1．4 （p くO．01 ），内服 120 分後は 5．3 ± 1．9 （p く0．01 ）と内服後 90分
，

120分にお

い て著明な皮膚血流量 の 増加 を認 め た 。 前腕 部の 深部体温 は 内服前は 平均 34．0 士 0．6 ℃

で
，
牛車腎気丸内服後 も明か な 変動を示 さな か っ た 。 手の表面皮膚温は 内服後 30分よ り有

意の 上昇 を認め た 。 皮膚血流量 の 増加 は手の 皮膚温 が 上昇 しな か っ た 症例に お い て も認 め

られた。

　考案　牛車腎気丸は糖尿病患者 に お い て
， 明かな皮膚血流量 と表 面皮膚温 の改善を認め

，

糖尿病性 未梢循環障害に対 して非常に有効 と考え られ た 。 牛車腎気丸 の 末梢循環改善作用

は強力で あ り， 近年注 目さ れ て い る akiose 　reductase 阻害作用 との 相乗 効果 も期待 され

糖尿病性神経 障害 に有効 な薬剤 と考 え られ た 。
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